
 

 

 

 

 
 
 
 

言葉で通い合う心 ～ あいさつを通して ～ 

校 長   石 田 成 夫    
 
校庭にそびえるメタセコイアの葉が真っ赤に染まり、葉を落とし始めています。メタセコイア

は、タイミングを合わせたように一斉に葉を落とすため、１階昇降口前から西門にかけての舗装
路が、赤い絨毯を敷き詰めたような景観になると、中尾小にも冬がやってきます。 
先日、登校の見守りを終えて学校へ戻ろうと歩いていた時に、地域の方に声をかけられまし

た。その方が言うには、中尾小の職員に伝えたいことがあったが、なかなか機会がなかったとの
こと。お話を伺うと、中尾小の子たちはとてもよくあいさつをしてくれるということ、学校へ行
く時だけではなく帰る時も元気にあいさつをしてくれて嬉しいということ、先生方もしっかり指
導なさっているのですね、というお褒めの言葉でした。思いがけない場所で、見知らぬ方から、
中尾っ子と本校職員を褒めていただき、校長として本当にうれしく思いました。あいさつをはじ
めとした子どもたちの生活習慣は、学校だけで培われるものではありません。学校、家庭、地域
という生活の全てを通して繰り返し、定着させていくものです。子どもたちが自然にあいさつを
することができたということは、学校外でも、普段からあいさつを交わす環境の中にあったとい
うことに他なりません。家庭・地域の皆様にあらためて感謝申し上げます。 
また、ちょうど１１月は、「心を潤す４つの言葉」推進週間として、重点的に取り組んだ月でも

ありました。生活の中で基本となる「おはようございます」「はい」「ありがとう」「ごめんなさ
い」という４つの言葉を中心に据え、気持ちのよいあいさつや返事、心をこめた素直な言葉を、
子どもたち・教職員・保護者・地域に暮らす人々が積極的に交わすことによって、一人ひとりの
心が通い合う、温かい地域づくりを目指したいと思いますので、引き続き、皆様のご協力をお願
い申し上げます。 

 

あらい太朗（アロハ太朗）さんに学ぶ ～未来くる先生ふれ愛推進事業～ 

11月１８日、さいたま市在住で、漫画家、似顔絵師、イラスト
レータ―として活躍する傍ら、FMラジオ局NACK5で『Good 
Luck! Morning!』のラジオパーソナリティーも務める、あらい太
朗（アロハ太朗）様を講師としてお迎えし、６年生を対象に貴重な
お話を聞かせていただきました。 
あらい先生の提示した「円一つ、三角形２つで動物を描いてみよ

う」という課題では、大部分の子どもたちが円を輪郭にして上部に
三角形の耳を２つ描き、正面から見た猫の顔のような形を描く中、
何人かの子どもは、個々の三角形の大きさを変えたり、三角形の配
置を工夫したりして、鳥や魚、たてがみのあるライオンのような形
を創り出しました。 
そこから、あらい先生は、「みんなと同じことができるようになるのは大事」とした上で、「み

んなと同じことができない子、同じことをやるのが嫌な子も必要」という話をされ、漫画を描く
ことが好きだった自身の子ども時代と重ねながら、「みんなと同じことは大切だけど、自分の好き
なことや得意なことを磨いてほしい」「様々な価値観で支え合い、尊重し合う世の中になってほし
い」というメッセージを、子どもたちに伝えてくださいました。 
多くの仕事がＡＩや機械に代わると予想されている今、子どもたちには自分の「好き」や「得

意」を大切にし、磨き上げることで、個性と多様性に溢れた未来を創ってほしいと思います。 
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知・徳・体の調和のとれた 
心豊かな児童の育成 

学びいっぱい 優しさいっぱい 元気いっぱい 

あらい先生が開発した「ぽんぽん版画」 
で描かれた絵本をいただきました。 



 


